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① インクまたはボールペンを使⽤して、正しく楷書で記⼊ください
② 記⼊漏れ等、書類に不備があった場合には受験できません
③ 太枠の中は全て記⼊ください

記⼊例 申請ルートＡ　受験申請書　記⼊例
（必要実務経験年数または資格を有する⽅⽤）

(⽒) (名)

〒 １ 0 0 - 0 0 0 0

〒 １ 0 0 − 0 0 0 0

1 第 １ ２ ３ ４ X 号 ２ ０ ２ ５ 年 ４ ⽉ 1 ⽇

年

＜誓約＞ 受験申請書の記載事項に事実と相違がないことを誓います。

（⻄暦） 年 ⽉ ⽇

０

東京都□□区□□町１ー１ー１　○○マンション　１号棟　１００１号室

東京都□□区□□町２ー２ー２　◎◎駅前ビル　２階

外国籍  １: ベトナム ２: タイ ３: 中国 ４: 韓国
 ５: ミャンマー  99 : その他

Ｓ １６ ０

１: 全構協  ２: 鉄建協  ３: その他１

携帯 ０８０−００００−００００ ＦＡＸ

受験者⽒名
(本⼈直筆)

鉄⾻製作管理技術者２級 登録番号 初回登録
（⻄暦）

１: ⼤学院、⼤学、⾼専の専攻科  ２: 短⼤・⾼専
３: 専修学校の専⾨課程(修業年限2年以上)
４: ⾼校  ５: その他(中学校含む)

学校名
(必須)

卒業
年⽉

最終
学歴
(省略
不可)

１
⽉年１２

１: 指定学科  ２: 指定学科以外 学科名
(必須)

現在までの実務経験年数
（実務経験証明書の合計年⽉）

年以上

ＨＳ: 昭和Ｈ: 平成Ｒ: 令和→
工学部 建築工学科

20□□ □□ □□

３

所属団体

役職
業種 １

〇〇大学

  メールアドレス

勤務先

部署

ＦＡＸ

１: ⾃宅  ２: 勤務先

携帯

ファブの

１

１: ファブ  ２:  ゼネコン  ３:  設計事務所  ４: 検査会社  ５: 官公庁  ６: その他

４ １: 代表・会⻑・社⻑ ２: 取締役・⼯場⻑・所⻑・部⻑ ３: 課⻑・課⻑代理 ４: 係⻑・主任 ５: 班⻑・その他

０９０−２２２２−２２２２

受 付 番 号 受 験 番 号

Ｊ

受験級 受験地 東京１: １級
２: ２級１

＜２０２６年度＞
鉄⾻製作管理技術者 受験申請書

実務
経験

必要実務経験年数
（学歴と保有資格による） １ １７ ２ カ⽉

保有
資格 ２: ⼀級建築⼠  ３: ⼆級建築⼠  ４: 技術⼠(建設部⾨)  ５: 建築鉄⾻製品検査技術者

６: 建築鉄⾻超⾳波検査技術者  ７: 溶接管理技術者(特別級、１級)  ８: 溶接管理技術者(２級)
６５

フリガナ

受験者
⽒ 名

勤務先
住所

⾃宅
住所

０３−１１１１−１１１２０３−１１１１−１１１１ＴＥＬ

太郎
１：男
２：⼥

全 国　太 郎

１
⽣年
⽉⽇ Ｓ: 昭和 Ｈ: 平成 Ｒ: 令和 → ０

関東支社　技術部　設計課　ＣＡＤグループ

０３−００００−００００ＴＥＬ

１５ ⽇⽉

性別

年齢
（申請⽇
 現在）

〇〇 歳年

ゼンコク タロウ

全国

◇◇鉄工株式会社

書類等
送付先 ２

10/1７

(一部のり付)

※写真裏⾯に
必ず⽒名を記⼊

たて3cm×よこ2.5cm

試験日
申請ルートＡ

※同⼀の写真を２枚貼付してください

（全⾯のり付）
写真貼付

脱帽・正⾯上三半⾝
最近６ケ⽉以内撮影

※写真裏⾯に
必ず⽒名を記⼊

たて3cm×よこ2.5cm

(※都道府県から記⼊ ※海外の場合、英語表記で記⼊)

(※都道府県から記⼊ ※海外の場合、英語表記で記⼊)

(※全⾓25⽂字以内におさめてください)

※受験案内を参考に記⼊ください

※⽒名は英語表記不可。漢字・カタカナ・ひらがなで記⼊してください

(※海外在住の⽅のみ記⼊)

※この申請書はコンピューターで処理しますので、太枠内を正確に楷書で記⼊してください。

実務経験の年⽉を記⼊（「実務経験証明書」に記⼊した年⽉と同じにする）
保有資格により実務経験が不要となる場合は無記⼊で結構です

⼯場名、⽀店名以下
所属部署を正確に記⼊
（⽂字数は最⼤で
全⾓25⽂字まで）

該当する番号を
記⼊

海外在住および
勤務先が海外の⽅は
メールアドレス記⼊

【※受験案内 参照】
ご⾃⾝に必要な実務経験年数を記⼊
（例:１級受験で⼤学の指定学科卒業

→１年と記⼊）
保有資格により実務経験が不要となる
場合は０年と記⼊

正確な漢字で
丁寧に記⼊
フリガナも必ず記⼊
（※英語表記は不可。
漢字・カタカナ・ひらがな
のみ対応）

希望する送付先の
番号を記⼊

該当する番号を記⼊
職業訓練校を卒業の
ものは、HPの 〈受験
申請チャート〉 参照

受験者本⼈が署名ください

【※受験案内 参照】
指定学科とは以下の
通り
①建設系
②⾦属材料系
③機械系
④電気系
⑤その他当センター
が認めるもの

（建設系学科の例）
建築学科、
建築デザイン科、
建築システム⼯学科、
環境⼯学科、
住居学科、
都市⼯学科、
衛⽣⼯学科、
⼟⽊⼯学科、
構造⼯学科、
社会建設⼯学科、
農業⼟⽊科 等

該当する性別の
番号を記⼊

※学校名・学科名は省略不可。
全員必ず記⼊

申請書作成⽇
時点での年齢を
記⼊

・最近６ケ⽉以内に撮影
・鮮明な写真
・同⼀のものを２枚
※２枚とも写真の裏に
⽒名を記⼊

受験する級（１級または２級）を記⼊

【※受験案内参照】
希望する受験地を選んで記⼊

所持する資格の
番号を記⼊

資格［］保有の
場合は登録番号と
初回登録年⽉⽇も
記⼊

□1
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記⼊例 申請ルートＡ　実務経験証明書　記⼊例
（必要実務経験年数または資格を有する⽅⽤）

年 4 ⽉ 年

年 3 ⽉ カ⽉

年 4 ⽉ 年

年 5 ⽉ カ⽉

年 ⽉ 年

年 ⽉ カ⽉

年 ⽉ 年

年 ⽉ カ⽉

年

カ⽉

※１ 「実務」とは以下のものをいう。
① 鋼構造物を製作または検査する企業、事業所等における建築鉄⾻の設計・⼯程管理・品質管理・検査・施⼯管理
② 建設会社、設計事務所等での鉄⾻建築物の設計・検査・⼯事監理・施⼯管理
③ 官公庁における建築⾏政、営繕
④ ⼤学、研究所等における建築に関する研究・教育等

※２ 【注意１】
実務経験年数が下記を満たしていない場合、学歴を証明する書類の添付が必要です。
■１級の場合・・・・・実務経験年数が８年未満
■２級の場合・・・・・実務経験年数が５年未満

※２ 【注意２】
資格保持により受験する⽅は資格証のコピーを添付ください。この場合、学歴を証明する書類の添付は不要です。

  上記の記載事項に相違ないことを証明します。

 ◇◇鉄工株式会社

東京都□□区□□町２ー２ー２　◎◎駅前ビル

取締役　東京工場長

伊　藤　　一

所在地：

勤務先：

Ộ
広島県中区□□５ー１ー１

(株)○○鉄工建設

勤務先： ◇◇鉄工(株)

Ộ 所在地： 東京都□□区□□町２ー２ー２
◎◎駅前ビル

※会社の代表者（代表取締役・取締役等）に限り受験者と同⼀の者を認めます。
※代表者以外（⼯場⻑・⽀店⻑等）は証明者として認められません。上⻑様の署名・捺印が必要です。

勤務先：

所在地：

（⻄暦） 20□□年 □□⽉ □□⽇

※
会
社
の
所
属
⻑

︹
証
明
者
︺

会 社 名

所 在 地

役 職 名

⽒ 名 ㊞

設計図書の確認
製作要領書の作成
工作図の作成

所在地：

勤務先：

実務経験年数 ※２

合   計

１７

２

卒業証書のコピーまたは卒業証明書を添付

⼀般社団法⼈鉄⾻技術者教育センター  御中

Ộ

Ộ

１

2026 ２

鉄
⾻
に
関
す
る
実
務
経
験

期 間 (⻄ 暦) 年数 (年カ⽉) 担当した実務 ※１ 勤務先・所在地

建築鉄骨の設計・工程管理
2009 １６

2025 ０

2025

実 務 経 験 証 明 書

受験者⽒名 全国　太郎 受験級 1 級

1

2

3

4

不
要

事務局使⽤欄 添付書類確認
※記⼊不要※

要

卒業証書コピー

卒業証明書

資格証コピー

その他

申請ルートＡ

※２【注意２】
【 資格保持により受験する⽅ 】

・鉄⾻製作管理技術者２級を
・取得していて１級を受験する⽅
・この実務経験証明書（２級取得後
・２年以上の実務経験の記⼊）と
・資格証のコピー添付が必要

・その他の資格を保持を取得していて
・受験する⽅
・この実務経験証明書は不要
・資格証のコピーの添付が必要

【１級】
①⼀級建築⼠
②技術⼠(建設部⾨)
③溶接管理技術者(特別級または1級)
【２級】
①⼀級建築⼠または⼆級建築⼠
②技術⼠(建設部⾨)
③建築鉄⾻製品検査技術者
④建築鉄⾻超⾳波検査技術者
⑤溶接管理技術者(2級以上)

※実務経験について
よくお読みください

必ず捺印ください

合計を記⼊

※技術に関わらない事務・営業等は
実務経験に含まれません

会社の所属⻑の証明が必要です
受験者が代表者の場合は代表者本⼈が証明してください
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記⼊例 申請ルートＡ　受験申請書　添付書類　記⼊例
（必要実務経験年数または資格を有する⽅⽤）

■ 保有資格の資格証のコピー

■ 振込⽤紙（受領証）のコピー

受 験 申 請 書   添 付 書 類

受験者⽒名 全国　太郎 受験級 1 級

申請ルートＡ

振込⽤紙（受領証）コピー 貼付欄
※A4サイズの場合は貼り付けずに別添ください

全⾯のり付

資格証コピー 貼付欄
※A4サイズの場合は貼り付けずに別添ください

全⾯のり付

【１級】
※下記①〜③保有の⽅は資格のみで１級受験可能
（「実務経験証明書」不要）

① ⼀級建築⼠
② 技術⼠（建設部⾨）
③ 溶接管理技術者（特別級・1級）

※下記④保有の⽅は実務経験も必要
（「実務経験証明書」必須）
④ 鉄⾻製作管理技術者２級
（初回登録⽇から実務経験年数2年以上必要）

【２級】
※下記①〜⑦保有の⽅は資格のみで２級受験可能
（「実務経験証明書」不要）

① ⼀級建築⼠
② ⼆級建築⼠
③ 技術⼠（建設部⾨）
④ 建築鉄⾻製品検査技術者
⑤ 建築鉄⾻超⾳波検査技術者
⑥ 溶接管理技術者（特別級・1級）
⑦ 溶接管理技術者（2級）

【払込先】�

⼝座番号 ００１８０ − ７ − ５１５０４６

(※銀⾏振込の場合、下記⼝座へお振込みください）
ゼロイチキュウ

ゆうちょ銀⾏ 〇⼀九店 当座 ０５１５０４６

テッコツギジュツシャキョウイクセンター   カンリ   ガッカシケングチ

⼝座名義� 鉄⾻技術者教育センター 管理 学科試験⼝

⾦額 １４,３００円（税込）
（内訳 本体13,000円＋消費税10％ 1,300円）

※適格請求書の取り扱いについて
受験案内と振込受領証をセットで保存することで適格請求書の要件を
満たすことになります

※受験者全員
受験料払込した受領証のコピーを貼付

《まとめてお振込する場合の注意点》
・ どなたの分かわかるよう受領証の余⽩に、該当する受験者全員分の⽒名を記⼊ください
・ 受領証を⼈数分コピーし、それぞれの受験申請書に貼付ください
※受領証がA4サイズの場合は、無理に貼り付けずに別添ください

貼付例

7. 6. 3

※資格保持により受験する⽅
資格証のコピーを貼付
貼り切れない場合、無理に
貼らずに別添ください

※鉄⾻製作管理技術者２級を
取得していて１級を受験する⽅
実務経験証明書（２級取得後
２年以上の実務経験の記⼊）と
資格証のコピーの添付が必要


